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研究成果の概要 

本研究は元素マグネシウムの生物学的な役割の変革を目指すものである。すなわち元来「栄養」的な、

どの細胞にとっても満遍なく必要とされてきたマグネシウムの旧来の理解を打破し、実は特定の細胞

での敏感な応答を惹起し、個体レベルでの表現型を導くことを明らかにする目的で遂行している。2023

年度の研究ではこの目的のもと、細胞内のマグネシウム量を増やした際にそれに応じて迅速に増減す

る分子の探索を行い、メタボローム解析より複数の代謝物を同定することができた。今後その仕組みを

明らかにすることで、細胞内マグネシウムの量変動にイニシャルに応答する分子の発見につながるこ

とが期待される。また本研究では並行して、中枢神経系や老化を標的に、マグネシウムの量変動によっ

て特異的に応答し、個体レベルでの表現型を惹起する「責任細胞」の同定も目指している。老化につい

ては老化細胞マーカーp16のトランスジェニックマウスを用いて、食餌中のマグネシウム量の違いに応

じて細胞老化の進行がどのように変わるのか 2022年度に引き続き解析している。老齢に達したマウス

が順次出現しており、引き続き解析を進めることで老化とマグネシウムとの関連に迫れると考えられ

る。また中枢神経系での解析からは「責任細胞」の可能性が予想される結果も得られつつあり、今後さ

らに解析を進めることで上述の目標を達成し、マグネシウムのシグナル分子的な役割を明らかにでき

るものと期待される。 
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